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【背景および目的】

黒毛和種繁殖農場において、分娩 間隔が経営に与える影響は大き

い。本取り組みでは、管内の分娩間 隔が異なる農場に対し、繁殖母

牛 の 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト (以 下 、「 M P T」 と す る )を 実 施 し 、 飼

養管理上の課題を確認するとともに 、繁殖成績の向上を目指し指導

を行った。

【方法】

県 平 均 値 と 比 較 し 、 分 娩 間 隔 が 長 い A農 場 、 同 等 の B農 場 、 短 い C

農 場 の 3農 場 (表 1 )に て 、 授 乳 期 （ n）、 分 娩 期 （ d） 各 3頭 、 維 持 期

（ m） 各 6頭 の 経 産 牛 を 対 象 に 、 1回 目 (2 0 2 0年 9月 )の MP Tと し て ド ラ

イケムによる血液生化学的検査 7項 目 (Glu、 BUN、 Alb、 T-cho、 AST、

GG T、 C a )と 栄 養 度 検 査 (体 表 BC S )を 実 施 し た 。 同 時 に 濃 厚 飼 料 、 粗

飼料について 3項 目 (DM、 TDN、 CP)の 栄 養 充足率の調査を行い、結果

に従い飼料の種類、給与量について指導を行った。 2回 目 (2020年 10

月 )の MP Tは 、 1回 目 と 同 内 容 の 検 査 を 行 い 、 改 善 状 況 を 確 認 し た 。

また、分娩間隔の長い A農 場 において は、 ICT機 器 を用いた発情兆候

のモニタリングを行い、併せてデー タ読解方法の指導を行った。そ

の デ ー タ を も と に 、 202 0年 度 の 4-9月 (指 導 前 )と 10 - 3月 (指 導 後 )の

一 頭当たりの AI(発 情 発 見 )回 数 および空胎期間を比較し、改善状況

を確認した。

【結果】

1回 目 の MPTの 結果 、 A農 場では BUN(mg /dl) (n: 3.7、 d:5.9、 m:6.4)

及 び BCS(n: 2 .0、 d:2.4 )で 低 値を示した。 B農 場 では T-cho(mg /dl )(n

:149.7、 d:173.3、 m:197.7)で 高 値、 C農 場では BUN（ n:7.3、 d:8.1、

m:7.1)で 低 値 、 T-cho( n : 15 1 .3、 d:141 .0、 m:134. 8)で 高 値 であった

(図 1,2 )。 給 与 飼 料 の 調 査 で は 、 A農 場 の DM( % )( m : 9 4 )、 CP (％ )( d: 9

8 )、 TD N (％ )( n : 7 7、 d: 9 7 )で 低 値 、 B農 場 DM( m: 9 4 )、 TD N ( n : 9 0 )で 低

値、 CP(n:1 8 1、 m:241、 d:176 )で 高 値、 C農 場の CP(m:96、 d:78)、 TD

N(n : 8 6 )で 低 値 を示した (表 2)。 1回 目 の 結果に基づき、 A農 場 では濃

厚飼料の増量 (繁 殖 牛用配合飼料 (n:4→ 5.5、 m:2→ 3、 d:3→ 5.5))と

そ れ に 伴 う 粗 飼 料 の 減 量 (稲 わ ら (n: 4→ 2 . 5、 d: 5→ 2) )、 B農 場 で は

濃厚飼料の減量 (お からサイレージ (n:3→ 1.5、m:3→ 1、d:3→ 2.5)、

ビ ー ルかす (n:3→ 1.5、 m:3→ 1、 d:3→ 0.5))、 C農 場 では濃厚飼料の

減 量 (m: 2→ 1)お よ び 粗 飼 料 の 増 量 (イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス (m: 6→ 6.

5))を 指 導した (表 3)。そ の結果、2回 目の MPTで は、A農 場で BCS(n:2.

3、 d:2.7、 m:2.6)、 BUN(n:9.8、 d:8.7、 m:10.1)の 改 善が認められ、

C農 場では BCS(n:2 .7)、BUN(d:9.8、m:9.5)の 改 善が認められた (図 3,



4)。ま た、A農 場において、一頭当たりの AI回 数は 1.1回 (4-9月 )→ 2.

1回 (10-3月 )、 空 胎 期間は 238日 (4-9月 )→ 205日 (10-3月 )と それ ぞれ

改善が認められた (図 5)。

【考察】

A農 場では給与飼料の改善により、BUN、BCSの 改 善 が認められた。

B、 C農 場 で は T- c h oに つ い て 1回 目 、 2回 目 と も に 適 正 範 囲 よ り 高 値

で推移したが、繁殖成績は良好であ った。これは他の測定項目と比

較して、T-choの 許 容範囲が広く、短期的に影響を及ぼす程の高値 (3

00mg / d l以 上 )で は なかったことが要因と考えられる。しかし、今後

慢性的に高値が継続すると過肥とな るリスクが高く、肝臓に対する

負担が増加し、繁殖成績への悪影響 が懸念されることから、継続的

なモニタリングが必要である。また 、今回の指導においては、給与

飼 料 の 種 類 に 制 限 が あ る 中 で の 指 導 で あ っ た た め 、 A農 場 で は 授 乳

期における TDNの 充 足 率は指導後も 98％ と 100％ を 下回っていた。し

かし、指導後約 1か 月 半という短期間 ではあるが、 2回 目 の調査時、

BCSは 平均 で 2.0か ら 2.3ま で 改 善しており、繁殖成績は指導後 (10-3

月 )に 一 頭 当 た り の 発 情 発 見 回 数 が 増 加 、 空 胎 期 間 は 短 縮 し 、 改 善

が認められた。

今回は ICT機 器 を 用いて発情兆候を可視化したが、 ICT機 器 は便利

である反面、適正かつ継続的な使用 が重要であることを指導してい

く必要がある。

今 後 も 継 続 的 に 飼 養 管 理 に 関 す る 調 査 指 導 を 実 施 す る こ と に よ

り、繁殖母牛の栄養状態を適正に保 つことで空胎期間の短縮を目指

してまいりたい。


